江田島市建設工事成績評定要領を次のとおり定める。

平成22年12月1日制定
平成28年12月1日改正
　
江田島市建設工事成績評定要領
（目的）

第１　この要領は，市が発注する請負工事の成績評定（以下「評定」という。）に関し必要な事項を定めるとともに，厳正かつ的確な評定の実施を図り，もって受注者の指導育成及び工事の質的向上に資することを目的とする。

（評定の対象）

第２　評定は，原則として１件の請負金額が２５０万円以上の請負工事について行うものとする。ただし，市長が必要でないと認めたものについては，評定を省略できる。
（評定の内容）
第３　評定は，次の考査項目ごとに，加減点方式により行うものとする。

一　施工体制
二　施工状況
三　出来形及び出来ばえ
四　工事特性
五　創意工夫
六　社会性等
七　法令遵守等
（評定者）

第４　評定を行う者（以下「評定者」という。）は，当該工事の検査員及び監督員とする。

検査員とは，江田島市建設工事検査規程第３条第２項又は第３項の規定により当該工事の検査を行う職員とする。監督員とは，江田島市建設工事監督規程第６条の規定により指定された，当該工事の総括監督員，主任監督員及び一般監督員（以下「主任（一般）監督員」という。）とする。
（評定の時期）

第５　評定の時期は，検査員にあっては，中間検査及び工事の完成のとき，総括監督員及び主任（一般）監督員にあっては，工事の完成のときとする。 
（評定の方法）

第６　評定は，工事ごと，評定者ごとに独立して的確かつ公正に行うものとする。ただし，主任監督員及び一般監督員は，協議の上，評定を行うものとする。

２　工事成績の採点は，別記様式第１「工事成績評定表」による。

３　細目別評定点の算出は，別記様式第２「細目別評定点採点表」による。

４　評定にあたっては，別紙－１から別紙－３「工事成績採点の考査項目別運用表」，別紙－４「記入方法及び留意事項」と「施工プロセスチェックリスト」又は「監督段階におけるチェックシート」を考慮するものとする。

５　工事における「工事特性」，「創意工夫」及び「社会性等」に関して，請負者は当該工事における実施状況について別紙－６「工事特性・創意工夫・社会性等に関する実施状況」により提出できるものとし，提出があった場合はこれも考慮するものとする。

６　指定部分完成に伴う部分引渡検査の場合は，検査員，総括監督員及び主任（一般）監督員が各々評定を行い，完成の際に完成検査時の評定点と金額により加重平均を行い，評定点を算定するものとする。
（評定表等の提出）

第７　総括監督員及び主任（一般）監督員は，別記様式第１「工事成績評定表」に別紙－１及び別紙－２「工事成績採点の考査項目別運用表」を添付し，検査員に提出するものとし，検査員は，この評定に自己の評定を加えて評定点の合計を算出するものとする。
２　検査員は，評定結果を別記様式第１「工事成績評定表」及び別記様式第２「細目別評定点採点表」に別紙－１から別紙－３「工事成績採点の考査項目別運用表」を添付し，市長に提出するものとする。
　
　（評定結果の通知）

第８　市長は，完成検査の終了後，評定者から評定結果の提出があったときは，遅滞なく，当該工事の請負者に対して，評定の結果を別記様式第３「工事成績評定通知書」により通知するものとする。

（説明請求及び回答）

第９　前条に規定する通知を受けた者は，通知を受けた日から起算して14日以内（休日含む）に，別記様式第４「工事成績評定説明請求書」により，市長に対して評定の内容について説明を求めることができるものとする。

２　市長は，前項に規定する説明を求められたときは，別記様式第５「工事成績評定説明書」により回答しなければならない。

３　市長は，前項に規定する回答をするときは，別に定める江田島市建設工事成績評定審査会に意見を求めることができる。

　（評定の修正）

第１０　市長は，第８の評定結果を通知した後，当該評定を修正する必要があると認められる場合には，修正しなければならない。

２　市長は，前項の修正を行ったときは，遅滞なく，当該工事の請負者に対して，その結果を別記様式第３「工事成績評定通知書」により通知するものとする。

附　則

この要領は，平成22年12月1日以降に契約した工事から適用する。
この要領の施行に伴い，江田島市建設工事成績評定試行要領（平成19年10月10日）は廃止する。
この要領は，平成28年12月1日から施工する。
